
☆オブザーバー参加のお申し込みは事務局まで。（TEL: 0155-22-3611） ■拓の会例会予定（１１月） 

一般社団法人北海道中小企業家同友会とかち支部 学び合い活動推進委員会 

 ■日 時：１１月１７日（水）１９：００～２１：００■テーマ：「障がい」って何？ 

 ■会 場：同友会会議室またはZOOMでの参加      ■話題提供者：(株)つながり 課長・就労支援員 東山 誠 氏 

＜第１グループ＞『侃々諤々』グループ   記 録：徳江氏     
■日 時：10月20日（水）19:00～21:00   
■場 所：同友会会議室とZOOM参加      
■参加者：15名 
■テーマ：石原社長にみんなで聞いてみよう！ 
■話題提供者：ホンダカーズ帯広中央 
              代表取締役社長 石原 直樹 氏   
【感想・報告】 
 今月は、いつもと趣向を変えて話題提供者に簡単に自己紹介しても

らった後は、質問をぶつけるという形で行いました。 

 最初の自社紹介では、十勝にはホンダの販売会社は5社あり、石原社

長の会社は西22条店などなので、間違っても他社からは購入しないよう

にということでした。 

 自身は、お父様に「家業は継がない」と宣言しながら、結局は事業承

継をしてしまったこと。そして、一人息子さんも同様ないきさつで現在

入社に至っているそうです。色々あってもベストの結果になったと思い

ます。バトンタッチをするときは、厳しい状況のほうが本当に頑張れる

ので良いのではないかとも語っていました。 

 会社の理念は仏道から来てい

る、利益はご利益（ごりやく）、

経営という言葉は仏教用語から来

ているという話は感心しました。 

 最後に私から、先日亡くなった

お父様（石原正光会長）の事を聞

きました、「いいおやじだった、

大好きだった」という言葉で締め

くくりました。私も石原会長は尊

敬すると同時に大好きでした。 

 ■日 時：調整中                 ■テーマ：調整中 

 ■会 場：調整中                 ■話題提供者：調整中 

 ■日 時：１１月１０日（水）１９：００～２１：００■テーマ：次の一手を考える管理会計 

 ■会 場：同友会会議室またはZOOMでの参加     ■話題提供者：(株)エントライズ・マネジメント 社長 野村 幸司 氏 

■拓の会例会報告（１０月） 

＜第２グループ＞            記 録：井上氏 
『多様な労働環境・働き方を知り、考え、学びあう』グループ       
■日 時：10月28日（木）19:00～21:00 
■場 所：同友会会議室とZOOM参加 
■参加者：11名    
■テーマ：最近の若者の傾向～コロナ禍も踏まえて 
■話題提供者：帯広畜産大学 教授 渡邉 芳之 氏   
【感想・報告】 
 10月の例会は、テーマの通り最近の若
者の傾向について、帯広畜産大学教授、渡
邉芳之氏をお招きし、話を伺った。最初に
帯広畜産大学の説明をして頂き、今後他大

学との連携についても知る事ができた。 
 本題については、20歳を例に取り、ど
ういった状況下で生まれた世代であるのか
を説明して頂いた。日本が景気の良い時代
を知らず、同時多発テロ以前の世界を知らず不景気の拡大や就職活動の苦
行化という時代の中で育っていった彼らの中に『自分の努力では逆転でき

ないという感覚』があると聞いた時は、正直驚きを隠せなかった。 
 他方、ネット及び安全衛生環境が整っていった中での影響は非常に大き
く今の若者の特徴に影響を与えているとのこと。そういった背景から、
『素直でこだわりがなく優しい、オシャレで清潔という特徴がある』こと
が良い所と聞いた時は非常に納得できるものであった。逆に心配な面につ
いても『あきらめが良すぎて、ストレスに弱い』と聞き､深く頷く参加者

も多く、言われてはじめて気づくことも多かったのではないかと感じた。 
 またこれから若者とうまく付き合っていくには、①よく見せる、聞かせ
る、②強い感情をおしつけない、③シャレにならない話をしないという点
が挙げられた。特に③は本当に注意すべき点が多く、顔や外見の評価は褒
めてもダメ過去の回想ネタはほぼ全滅であるとのこと。来月は本例会を踏
まえて畜大生から生の声を聞く例会を開催予定で非常に楽しみである。 
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 ■日 時：１１月２５日（木）１９：００～２１：００■テーマ：畜大生と「ホンネで」話す座談会 

 ■会 場：同友会会議室またはZOOMでの参加      ■話題提供者：帯広畜産大学の学生（５名程度） 

第1G 

第4G 

第3G 

第2G 

＜第３グループ＞            記 録：髙島氏 
『とかちの魅力を考える会』グループ         
■日 時：10月25日（月）19:00～21:00   
■場 所：同友会会議室とZOOM参加 
■参加者：8名 
■テーマ：自社事業「十勝の自動販売機」について 
■話題提供者：(株)クリエイトフーズ 管理課課長 津田 祥平 氏    
【感想・報告】 
 今回はグループ内のクリエイトフーズの津田さんより主に十勝に設置さ
れている飲料用の自動販売機についての話題提供でした。コロナ禍での売
上動向や、実際の設置先など自社の生のデータも赤裸々に提示されて興味
深かったと思います。普段は何気なく使用する自販機の運用の仕組みなど

を知るきっかけになりました。 
 十勝と言っても広域で幅広い設置先があり、特に北海道での運用の大変
さなどを伺いました。非対面型
として自販機が注目されてはお
りますが、飲料業界の自販機ビ
ジネスとしては年々市場が縮小

してきているようで、将来的に
新規事業が必要になってくると
の事。次の展開も楽しみだなと
思いました。 

＜第４グループ＞            記 録：牧野氏 
『経営者の財務』グループ        
■日 時：10月13日（水）19:00～21:00   
■場 所：同友会会議室とZOOM参加 
■参加者：7名 
■テーマ：『半年を振り返り』  
■話題提供者：(株)エントライズ・マネジメント 
                    社長 野村 幸司 氏   
【感想・報告】 
 今回のテーマは『半年を振り返り』と言う事で、今まで話題提供して

頂いた方々へ、時間の都合上例会では話し切れなかった部分を中心に振
り返りながら野村氏に例会を進めて頂きました。 
 複数回の例会話題に上がった『人事』を財務的目線で解説頂きまし
た。その中で、労働分配率や自社が生み出した付加価値はなど人事に対
する財務的思考を学びました。また、働く動機と稼ぎの成功レベルなど
経営者や従業員のモチベーションと成果についても解り易く学ぶことが

出来ました。 
 将来の数字を作成するルールや過去を記
録した決算書など用いて、経営者意思決定
をする為に財務・会計の知識はとても重要
だと改めて考える機会になりました。参加
者の皆さんから、実体験を踏まえた話しも

あり、楽しいディスカッションもする事が
出来ました。 
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